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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成29年12月14日に公表した平成30年10月期（平成29年11月1日～平成30年10

月31日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について  

平成30年10月期通期連結業績予想数値の修正（平成29年11月1日～平成30年10月31日） 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想（Ａ） 18,000 350 330 200 8.13 

今回修正予想（Ｂ） 16,200 △60 △230 △370 △15.04 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 △410 △560 △570  

増減率（％） △10.00       －     －     －       

（ご参考）前期実績 

（平成29年10月期） 
15,449 △48 △36 350 14.26 

 

 

修正の理由 

当社グループの通期業績予想における売上高は、情報・印刷事業においては、新規分野であるデジタル印

刷は伸びてはいるものの、チラシ等の紙媒体の減少、無料情報誌の部数減の影響を大きく受けております。

また、メディア事業においても、求人広告の売上は維持されているものの、一般の広告出稿が減少しており

ます。下期は特定顧客からの集中的発注もあることから、営業利益は±ゼロ程度と見込まれますが、通年ベ

ースの営業利益は前回予想よりも410百万円減と大きく下回る見込みです。加えて、採算の改善が見込めな

い海外子会社２社の清算に伴う一時的損失、為替予約の評価損等により、経常利益および親会社株主に帰属

する当期純利益もそれぞれ前回発表予想よりも減少する見込みです。 

 

（注）上記の予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の業績は今後のさまざまな要因により予想と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


